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２０２４年（令和６年）２月２９日（木曜日）（９） （創刊大正７年） （昭和２０年１２月３０日第３種郵便物認可）

三
中
は
１
９
５
２
年
に
創
立
し

た
。
校
舎
は
現
在
の
東
中
（
同
市

有
浦
）
と
同
じ
場
所
に
あ
り
、
桂

城
小
の
一
部
や
有
浦
小
の
学
区
か

ら
生
徒
が
通
っ
た
。

年
に
長
木

中
と
統
合
し
、
東
中
に
改
称
。


年
間
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

１
学
年
に
３
０
０
人
近
く
在
籍
し

た
年
度
も
あ
り
、
部
活
動
な
ど
が

盛
ん
で
活
気
に
満
ち
て
い
た
と
い

う
。同

窓
会
は
１
期
生
が
中
心
に
な

り
、

年
に
鳳
雛
会
と
い
う
名
称

で
発
足
。
８
月

日
に
三
中
校
舎

で
初
開
催
し
た
記
録
が
残
る
。


年
に
現
在
の
名
称
に
代
わ
り
、
旧
・

市
民
体
育
館
で
３
１
５
人
が
親
睦

を
深
め
た
。
以
後
、
３
年
に
一
度
の

ペ
ー
ス
を
基
本
に
開
い
て
い
る
。

卒
業
生
は
自
動
入
会
す
る
が
、

会
費
を
徴
収
し
な
い
こ
と
や
名
簿

が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
時
期
が
あ
る

た
め
、
会
員
数
は
把
握
し
切
れ
て

い
な
い
と
い
う
。
東
中
の
同
窓
会

が
別
に
あ
り
、
三
中
会
は
新
規
入

会
が
な
い
時
期
が
続
い
た
。

そ
こ
へ
コ
ロ
ナ
禍
が
重
な
り
、

２
０
２
１
年
の
開
催
は
延
期
。
そ

の
間
に
も
１
期
生
は
今
年
で

歳

を
迎
え
る
な
ど
高
齢
化
が
一
層
進

ん
だ
。
最
も
若
い
会
員
は
、
三
中

校
舎
に
通
っ
た
最
後
の
１
年
生

（
東
中
２
期
生
）
で

歳
。
活
動

を
続
け
る
の
は
現
実
的
に
難
し
く

な
っ
て
い
た
。

喜
寿
を
迎
え
る
田
村
会
長
は

「
懇
親
会
な
ど
一
堂
に
集
ま
る
機

会
は
今
回
で
幕
引
き
と
な
る
。
再

び
機
運
が
高
ま
っ
た
時
の
た
め
に

組
織
は
残
し
、
お
き
火
を
絶
や
さ

な
い
よ
う
に
し
た
い
」
と
話
す
。

実
行
委
員
の
一
人
、
齋
藤
雅
夫
幹

事
長
（

）
は
「

期
か
ら

期

ま
で
は
名
簿
が
な
く
、
毎
回
参
加

が
少
な
い
。
最
後
に
ぜ
ひ
参
加
し

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
る
。

〝
最
後
〞
の
三
中
会
は
６
月
１

日
午
後
３
時
か
ら
、
プ
ラ
ザ
杉
の

子
で
開
か
れ
る
。
会
費
５
０
０
０

円
。
各
期
の
代
表
者
を
通
じ
、
近

く
申
し
込
み
を
受
け
付
け
る
。
締

め
切
り
は
５
月

日
。
問
い
合
わ

せ
は
齋
藤
幹
事
長
（
☎
０
８
０
・

１
６
７
６
・
３
５
４
０
）
。

大
館
市
第
三
中
学
校
（
現
・
東
中
）
の
同
窓
会
「
大
館
三
中
会
」（
田
村
駿
会
長
）

は
会
員
の
高
齢
化
を
理
由
に
、
６
月
１
日
に
開
催
す
る
総
会
と
懇
親
会
を
も
っ

て
、
設
立
か
ら

年
の
節
目
に
活
動
を
休
止
す
る
。
開
催
は
コ
ロ
ナ
禍
の
延
期
を

挟
ん
で
２
０
１
８
年
以
来
６
年
ぶ
り
。
約
４
０
０
０
人
の
卒
業
生
に
広
く
参
加
を

呼
び
か
け
〝
最
後
〞
を
締
め
く
く
る
。

大
館
市
の
秋
田
職
業
能
力
開
発

短
期
大
学
校
（
後
藤
康
孝
校
長
）

で

日
、
モ
ノ
づ
く
り
を
学
ぶ
同

校
１
年
生

人
を
対
象
と
し
た
学

内
企
業
説
明
会
が
開
か
れ
た
。
学

生
た
ち
は
県
北
な
ど
の
事
業
所
の

担
当
者
か
ら
業
務
内
容
や
働
き
方

な
ど
の
説
明
を
受
け
、
就
職
活
動

の
糧
と
し
た
。

県
内
企
業
に
理
解
を
深
め
る
ほ

か
、
企
業
担
当
者
か
ら
求
め
る
人

物
像
や
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え

を
聞
き
、
３
月
解
禁
と
な
る
就
職

活
動
に
弾
み
を
付
け
よ
う
と
、
毎

年
こ
の
時
期
に
開
い
て
い
る
。
本

年
度
は
生
産
技
術
、
電
子
情
報
技

術
、
住
居
環
境
の
３
科
に
関
連
の

あ
る
製
造
、
情
報
通
信
、
建
築
業

な
ど

社
が
参
加
し
た
。

自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
資
料

を
示
し
な
が
ら
、
福
利
厚
生
や
研

修
の
進
め
方
、
実
績
や
業
務
内
容

を
紹
介
。
参
加
企
業
に
就
職
し
た

Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
も
現
在
担
当
し
て
い

る
仕
事
や
や
り
が
い
に
つ
い
て
語

り
、
「
学
ん
だ
操
作
や
技
術
が
生

き
る
場
面
は
多
い
」「
私
自
身
も
２

年
前
の
説
明
会
で
決
断
し
た
。
興

味
を
持
っ
た
ら
ぜ
ひ
イ
ン
タ
ー
ン

に
足
を
運
ん
で
」
な
ど
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。

学
生
た
ち
は
「
入
社
に
あ
た
り

必
要
な
資
格
は
あ
る
か
」「
従
業
員

の
年
齢
層
は
」
と
積
極
的
に
質

問
。
地
元
就
職
を
希
望
す
る
人
も

多
く
、
「
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
Ｃ
Ａ
Ｄ

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
利
用
設
計
シ

ス
テ
ム
）
な
ど
今
後
の
勉
強
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
の
力
強

い
言
葉
も
聞
か
れ
た
。

〝
最
後
〞の
同
窓
会
６
月
開
催

会
員
に
製
作
し
た
Ｐ
Ｒ

グ
ッ
ズ
を
贈
呈
す
る
児

童
（
長
木
小
学
校
）

大館三中会 旧交温め60年

虻
川
志
津
子

し
ゃ
べ

御
喋
り
で
心
ほ
ぐ
れ
る
サ
ロ
ン
の
日

長木小がＰＲグッズ

卒業生4000人｢ぜひ参加を｣
節目で活動休止

アジサイロード

最後の同窓会に向け、準備を

進める田村会長㊧と齋藤幹事長

学
生
と
の
質
疑
応
答
を

交
え
て
進
行
し
た
説
明

会
（
秋
田
職
業
能
力
開

発
短
期
大
学
校
）

後
継
育
成
へ
支
援
事
業
活
用

大館曲げわっぱ組合

講
習
受
け
意
欲
高
め
る

３
社
か
ら

５
人
参
加

26
社
参
加
し
企
業
説
明
会

秋
田
職
能

短

大

就
職
活
動
、３
月
解
禁


